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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
予算要望資料作成が始まりました。
　６月１４日の３３回連携会議で、今年の予算要望作業について確認をし、すでに各校で徐々に作業を開始されていることと思います。特に、恒例となった「教育財政に関する調査」は7月20日が〆切となっていますので、よろしくお願いします。（提出先は６月２２日各学校宛メールで一覧表を送信しているので今一度ご確認ください）
　さて、予算要望資料に関してはやはり３３回連携会議で提案をしていますが、すこし補足をさせてください。

　まず、３３回連携会議議案１２頁の「２．各教科実験材料費（薬品類を含む）の保護者負担の状況」ですが、この部分は各学校の実験実習材料費の保護者負担の状況を調べるところなので、実態をそのまま報告してください。実は、連携会議の際は「実態をそのまま報告してほしい」とは説明しなかったので、昨年までのとりくみを知っている方は、学校として要望するもののみ（しかも主に理科）と思っている方が多いと思います。そのとおりです。そのとおりなのですが、できれば実験実習材料の全ての保護者負担分を教えていただきたいのです。調査用紙に記入するのが面倒なら別紙やエクセルワークシートで提出してくださっても構いませんのでよろしくお願いします。どの範囲まで予算要望するかは次の段階です。いただいた資料は、３４回会議で提案した「保護者負担調査」で活用できると思います。
　次に同じページの「３．公費負担されるべき費用のうち、他団体（ＰＴＡ等）及びその他から支出されている経費」についてですが、この調査も、上がってくる数字があまり無いので要望には直接結びついていないのですが、ＰＴＡ会計から学校行事などに支出があれば少額でも記載をしてください。これも予算要望のためだけというわけでなく、保護者負担の実態調査として活用できるのではないかと思います。
お知らせ

　ふらのフォーラム公式案内に７月２５日のフィールドワーク案内が掲載されました。講師は皆さんもご存知と思いますが、先輩事務職員の高橋　慎さんと栗山町の教育長さんまで講師として参加いただけることになりました。連携HPから公式案内にお入りください。



























